
中学校外国語科事例を通した評価の具体例

「指導と評価の一体化」のため
の学習評価に関する参考資料

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 P56～62
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１ 単元の目標

あるテーマについての英文を読んで概要，要点を捉えるととも
に，その内容を基に自分の意見や考えを伝え合ったり，意見文
を書いたりすることができる。

P56
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２ 単元の評価規準（「読むこと」）

文末のみが
異なっている

基本的に「思考・判断・
表現」と一体的に評価

～捉えている。 ～捉えようとし
ている。
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※第１時～第５時は、記録に残す評価は行わない（指導に生かす評価は毎時間必ず行う）。

３ 授業での評価について

事前の授業内で学習し
た読み方で読み、概要
や要点を捉えているか
どうかを、教科書本文
のテーマについて教師
が書いた意見文（ワー
クシート）を通して評価
する。

第６時「思考・判断・表現（思判表）」
「主体的に学習に取り組む態度（態度）」の評価
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事前の授業（第３・４時）に学習した読み方

「思判表」・・・第６時において、これらの読
み方で読み、その内容も適切である。
⇒「おおむね満足できる(b)」状況

「態度」・・・第６時において、これらの読み
方で読もうとしている。その内容の適切さ
は問わない。
⇒「おおむね満足できる(b)」状況

上記の状況を達成していれば(b)、
達成していなければ(c)、

達成しそのうえプラスして満足できる状況
が認められれば(a)と評価できる。
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３ 授業での評価について



授業内で以下のような指導を行うことが考えられる。

３ 授業での評価について
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更なる指導として、例えば以下のものが考えられる。

３ 授業での評価について

特に「努力を要する(c)」状況と見取られる生徒は、授業等で上記等の手
立てを講じる必要がある。
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・極力全員の学習状況を記録に残すよう努めるが、確実に全員分の記録
を残すのは後日行うペーパーテストの機会とする。

・指導の改善や生徒の学習改善に生かすために、よい姿を示している生
徒や課題がみられる生徒の学習状況（例：タイトルから予想したり、表や
マッピングを活用したりして、要点や概要を捉えているか）を確認すること
は重要である。確認結果は単元や学期末の評価を総括する際に参考に
することができる。

３ 授業での評価について
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４ ペーパーテストでの評価について

テスト例
(「思判表」
を評価)

※問題文省略
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４ ペーパーテストでの評価について

テスト例
(「思判表」
を評価)
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４ ペーパーテストでの評価について

・上記はあくまで例であり、実際は各学校で定めた評価規準に応じ、ペー
パーテストの内容などを勘案して判断する。

・記述式の問題であれば、記述内容により、各学校で定めた評価規準を
満たしているかどうかを判断する。

11

P62



４ ペーパーテストでの評価について

テスト例(「知識・技能」を評価)
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５ ペーパーテストの作成に当たって

「思判表」を問う問題として考えられる例
(L)は「聞くこと」で使用できる問題、
(R)は「読むこと」で使用できる問題、

どちらの記載もない場合はいずれ
の領域でも使用できる問題を指す。
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問題作成の留意点等

・記述式の問題の解答形式については、単語で書かせたり、英文で書か
せたりする場合は２～３文程度に留めるなど「書くこと」の負担を軽減する。
また、「書くこと」の能力を問う問題にならないよう採点基準の設定に留意
する。

・問題には、目的や場面、状況などを必ず設定する。

・「思判表」を評価する問題は、特定の言語材料を必ず使用しなければな
らないわけではない。「知識・技能」の問題は、特定の言語材料を必ず使
用する。
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５ ペーパーテストの作成に当たって


